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This paper discusses the relationship between two types of personalities—the conscientious personality 
and the self-monitoring personality—and two job factors that are highly desirable for service providers: 
transformational leadership and interpersonal commitment. A survey was conducted for 22 salaried 
employees working at a Japanese department store. Results of the survey showed that when the employees 
exhibited aspects of both types of personalities, not merely one of them, their interpersonal commitment 
and “core” transformational leadership (a subscale of transformational leadership) were influenced 
positively.
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済学者 Clark, C. の三分法の流れを汲んだ産業分
類における ‶第 3次産業 "が挙げられよう（e.g., 
山口・小口， 2000）。

























もいくつか行われている（e.g., Barrick & Mount, 
－ 9－
原　著
1991; Tett, Jackson, & Rothstein, 1991; Salgado, 1997; 












は五つの職種グループ（ρ = .20 ― .23），三つの








（ρ = .20 ― .22）よりも高く，また他のいずれの4








































を集約した Vinchur, Schippmann, Switzer, & Roth
（1998）においても，誠実性は人事評価基準に対
し平均 .21（他4因子は協調性 r = .03 ― 外向性 r 
= .18），販売基準に対し平均 .31（他4因子は情緒























Powerful Others, and Chance Scales）や楽観主義尺



















































































































































る ‶対人コミットメント "を測定する 5項目を使
用した。











































































（感受性低群 M = 3.18 < 感受性高群 M = 3.59），誠
実性の主効果が10％水準で有意傾向であった（誠







準で有意であった（感受性低群 M = 3.63 < 感受性
高群 M = 4.06）。中核的リーダーシップの単純主効
果を検定したところ，誠実性高群では感受性の単
純主効果が有意であり（F（1, 17）= 14.41, p < 
.001），感受性低群では誠実性の単純主効果が有意






















対人コミットメント 5.85＊ 0.44 1.52
中核的リーダーシップ 7.29＊ 2.96† 6.23＊







6 先頭に立って模範を示す .77 - .05
15 他の社員達のやり方を考えさせる質問を投げかける .76 - .14
1 部署の将来について興味深い構想を描いている .69 - .02
10 他の社員達が各々にとって最もよい働きをすることを求めている .66 .18
7 部署内での協力関係を強める .61 .03
5 他の社員達の良いお手本となる .55 .24
12 他の社員達の感情を考えないで行動する（R） .48 - .23
11 2番手では満足しない .42 - .02
触発的リーダーシップ（α=.84）
2 自分の将来計画を語り，他の社員達を触発する - .17 .97
3 他の社員達を自分の夢に上手く関与させることができる .02 .83
9 社員達のチーム態度・精神を向上させている .05 .78
8 他の社員達がチームプレーヤーになるように励ます .17 .62










17）= 10.17, p < .01），変容性低群・高群では誠実
性の単純主効果が有意であった（それぞれF（1, 



























































対人コミットメント 2.57 0.11 9.34＊＊
中核的リーダーシップ 2.27 1.03 0.16






















































r = .37, p < .01, 誠実性 r = -.11, n.s.），就業して 2
年を超すベテランスタッフにおいてはGMAよ
りも，誠実性において強い関連性が確認された
（GMA r = .15, p < .05, 誠実性 r = .34, p < .01）。ま
た Thoresen， Bradley， Bliese， & Thoresen（2004）
では，誠実性が主要5因子の中で唯一，個人の販
売パフォーマンスの成長と関連性を持つことが示
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